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第１８２０回例会

■ 点　　鐘 　12時30分

　

■ ロータリーソング 　君が代・手に手つないで

　

■ 唱　　和

四つのテスト

　　言行はこれに照らしてから

１．真実か　どうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるかどうか

■ ビジター　玉ノ井溥明（別府北）

■ ゲ ス ト

　 砂  川 　 咲  季 さん
すな がわ さ き

（ミス・ユニバースジャパン大分2017 大分代表）

　 梅  田 　 佳  子 さん （MUJ大分実行委員／事務局長）
うめ だ よし こ

■ 会長の時間 　　　　　会長　竹内　孝夫

　本日の例会は、ミスユニバース・ジャパン大分

2017大分代表の砂川咲季さんをお招きしています。

　我が社がミスユニバース・ジャパン（MUJ）の

スポンサーをしている関係で、彼女たちが受ける

２ヶ月間のビューティーキャンプ中に、健康を守る

－母 子 の 健 康 月 間－
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■ 出席報告

２名ゲ ス ト40名会員総数本

日

１名ビジター19名出 席 数

61.29％出 席 率12名欠 席 数

91.89％修正出席率86.47％前々回の出席率

1578回100％ 通算

岩瀬、樽谷、黒岩、杉本、幸、

西、檀上、坂本、箕作

出席規定免除：

西村名 ᧐ 会 員 ：

■　メイクアップ

　事前　荒金（別府中央）、後藤（近隣ゴルフ）

　事後（第1818回例会）

　　　　瑞木、髙橋（別府中央）

■　欠　　席

安部、石田、渡辺、笠木、但馬、中塚、岡本、

髙橋、山下（唱）、梅津



特定保健用食品としてのヤクルト製品（乳酸菌シロ

タ株）の働き、重要性などの説明をさせていただき

ました。

■ 幹事報告 　　　　　幹事　一力　秀次

１．ロータリー適用相場変更のお知らせ

　　５月１日よりロータリーのすべての振り込みに

対する適用相場が、下記とおり変更となりますの

でお知らせ致します。

　　　１ドル 110円　（現行 116円）

２．「2017－2018年度地区会員増強セミナー」開催

のお知らせ

　日　　時　平成29年５月27日 12：30～16：30

　場　　所　熊本学園大学

　研修テーマ　「会員増強の現状と長期的戦略」

　　　　　　　　ＲＩ第2740地区

長崎琴海ＲＣ　佐藤 豊氏 

　出席義務者　次年度会長、次年度幹事、次年度会員

増強委員長

　※詳細プログラムは後日お知らせします。

３．第10回臨時理事・役員会報告（平成29年４月

21日〈持ち回り〉）

　審議事項

　１号議案）新会員（羽田野 徹会員）歓迎会開催

の件

　　日　　時　平成29年５月18日 18：30～例会

引き続き「歓迎会」

　　場　　所　ホテルサンバリー「まるや」（予定）

　　会　　費　2,000円（食費より2,000円補助）

４．４月23日９：00集合にて快晴の好天の中、

扇山ゴルフ場に於いて「別府市近隣７RC合同親睦

ゴルフ大会」を当クラブのホストで開催致しま

した。当クラブの成績は、下記とおりです。参加

会員の皆様ご協力ありがとうございました。

　【団　体】第１位：別府ＲＣ　第２位：別府東ＲＣ

　　　　　第３位：別府北ＲＣ　第４位：杵築ＲＣ

　　　　　第５位：別府中央ＲＣ　第６位：日出ＲＣ

　【個人賞】３位：山下唱徳会員　15位：一力秀次会員

　　　　　敢闘賞：久保田高史会員　

　ゴルフ参加：箕作昭宣、幸 光喜、長野勝行、久保田

高史、山下唱徳、後藤誠一、一力秀次

各会員

　懇親会参加：加藤兼司、幸 光喜、長野勝行、久保田

高史、山下唱徳、山下布美代、工藤

恵美、一力秀次 各会員

５．例会変更のお知らせ

　大分ＲＣ：５月９日の例会は『夜間例会』の

為、同日18：30～大分オアシスタワーホテルに

時間・場所変更

　大分城西ＲＣ：５月10日の例会は『湯布院ＲＣ

との合同例会』の為、５月13日に開催日時・

場所変更

　大分臨海ＲＣ：５月15日の例会は『定款第

８条第１節に基づき　休会』

６．次週（５月４日）は、法定休日の為「休会」

します。

７．次々週（５月11日）は、11：45～杉乃井ホテル

に於いて「第11回定例理事・役員会」を開催致し

ます。関係の方は、ご出席をお願いします。

８．次々週（５月11日）の例会予定

　　「新会員卓話」　 中村忠孝会員、羽田野 徹会員

９．本日の回覧

　①「台北昇陽扶輪社との姉妹クラブ締結再調印式」

訪問団参加申込み（６月17日～19日） ※宿泊

ホテルが「アンバサダーホテル」に確定しま

した。スタンダート58,000円とエグゼクティブ

66,000円のどちらかを回覧に✓印してください。
　②「新会員（羽田野 徹会員）歓迎会」出・欠席

（５月18日）

　③中津、中津中央 各ＲＣ週報

　④別府市自衛隊協力会より広報誌「扇山」

10．本日の配布

　①週報№ 1819

■ お 祝 い

　会員誕生日　長野　勝行会員（５月１日）

　夫人誕生日　加藤　淳子さん（５月５日）

　　　　＊ご自宅にお花とお菓子をお届けします。

　結婚記念日　永嶋　政人会員（４月28日）

　　　　　　　山下　唱徳会員（４月29日）

　　　　＊ご自宅に特選豊後牛肉をお届けします。

■ ニコボックス 　　　　委員長　山下布美代

　加藤兼司会員　23日、別府市近隣７RCゴルフ

大会が46名参加の下、好天に恵まれ無事に終了

しました。有難うございました。実行委員長と

して３口。又、団体２位に入りました各会員の

健闘を称え一力、後藤、長野、箕作、幸、山下

（唱）、久保田会員１口ずつお願いします。竹内

会長３口。

　ゴルフ表彰式、懇親会において長野会員、山下

（唱）会員がコンパニオンをひざに乗せていま

した。各３口ずつ。

　桝田　浩会員　４月５日、新会社を設立しま

した。名前は「シャンス・ミカド」（シャンスは

フランス語で幸運という意味です）。その会社

で大分駅裏（金池南）にて、賃貸マンションを

設けています。本日、火売神社、加藤宮司により

起工式を無事執り行いました。加藤宮司、あり

がとうございました。５口。加藤会員３口。

　尾方会員、君はどうして砂川さんの真ん前に

座っているのかな？ 普通そういう上席はベテ

ランに譲るのではないか。ペナルティー２口。

桝田さん、楽しそうですね、１口。竹内会長、

“スナカワ”さんではなくて“スナガワ”さん

です。１口。

　工藤晴生会員　先日、熊本に先輩方の運転手と

して参加させて頂きました。とても楽しいひと

ときを過ごさせて頂きました。勉強になりま

した。３口。



　皆さま、こんにちは。ミス・ユニバース大分代表

の砂川咲季です。

　この度はご招待いただき、そして皆様の前でお話

をさせていただけるということで大変光栄です。

ありがとうございます。

　実は、このような形で私自身のことについてお話

しする機会は初めてのことなので、とても緊張して

おります。そして、まだまだ未熟者の私ですので

至らない点も多々あるとは思いますが、最後まで

温かく見守っていただけると幸いです。

　改めまして、本日はどうぞ宜しくお願い致します。

　早速ですが、皆さま“ミス・ユニバース”とは

何かご存知ですか？

　ミス・ユニバースとは、毎年世界各国の都市で

大会が開催され、世界80ヵ国以上の代表が参加して

世界一の栄冠を競い合う「美の祭典」と言われてい

ます。この大会では、乳がん早期発見・予防促進

活動、エイズストップ基金などを通じて、社会奉仕

活動へ参加するなど、外面的な美しさだけでなく、

知性、感性、誠実さ、人間性といった内面の輝き、

社会に積極的に貢献したいという社会性を兼ね備え

た“オピニオンリーダー”の創造・サポートをコン

セプトにしています。その世界大会の予選として

各国で地方大会を勝ち抜いた参加者の中から、国の

代表が決定します。

　今日は、私が参加しウィナーになったミス・ユニ

バース大分大会や、大会前に行われた２ヵ月間の

ビューティーキャンプと呼ばれるトレーニング内容

を中心にお話しさせていただくのはもちろんなの

ですが、折角このような機会をいただいたからには

私自身について…これまでの経験やそれらを踏まえて

の考え方、そして今後の目指すところや将来の方向性

などをもお伝えできたらいいなと考えています。

　まず初めに、簡単に私の自己紹介をさせていただ

きます。

　私は現在、別府市の立命館アジア太平洋大学に

通う大学３年生です。大学では国際経営学部に所属

し、マーケティングを専攻しております。

　出身は沖縄県で、大学進学を機に大分に移り住む

こととなりました。早いもので、大分で暮らしてあっ

という間に３年が経ったのですが、３年前に大分に

来た時の印象と感動というのは今でも鮮明に覚えて

います。高速バスで揺られながら別府市の町中を

後藤会員、幸会員、箕作会員、一力幹事

久保田次期幹事、長野次期会長、山下（唱）会員

　ミス・ユニバースジャパン大分2017 大分代表 　砂　川　咲　季 さん

【別府市近隣７ＲＣ合同親睦ゴルフ大会】

【団体】第２位

別府東ＲＣ

【個人賞】第３位

山下唱徳会員

とき：2017年４月23日（日）ところ：扇山ゴルフ場



走っていると、窓からは至る所から湯けむりが上がっ

ているのが見えて、バスの中まで温泉の硫黄のにおい

がしていたことにとても驚いたと同時に、温泉県

大分での生活がいよいよ始まるんだなと、とても

ワクワクしました。

　大学生活が始まると、都心の大学生の「今日どこか

に飲みに行く？ ご飯行く？」みたいな感覚で、ここ

大分では（特に別府では）「今日温泉行く？」という

会話が日常的に交わされているので、最初の頃は

ちょっとしたカルチャーショックでもあったのです

が、今では友人たちとのコミュニケーションの場と

しても温泉を楽しみながら、大分、別府ならではの

大学生活を満喫しています。

　私にとってのもう一つの大分の魅力な点といえば、

ご飯がとてもおいしいところです！ 実は、私は食べ

ることが幼少期からの趣味、特技でして、美味しい

ものを食べている時に一番喜びと生きがい、幸せを

感じます。なので、週末には海の幸や山の幸、新鮮な

食材を使った大分ならではの美味しい食事を求めて、

グルメツアーに出掛けるのも大分での生活の醍醐味

だなと感じて楽しんでいます。

　わずか３年の大分生活ですが、大分の魅力、大好き

なところについてはまだまだ語り尽くせないくらい

熱い思いがあります。大分に住んでからというもの、

沢山の素敵なところを日々発見しているので、大分

県の代表として日本大会に出場できることをとても

誇りに思いますし、日本全国、世界にその魅力を

アピールするために必ずやミス・ユニバース日本

代表になりたいと思います。

　今回、私がミス・ユニバース日本代表を目指そう

と思ったきっかけ、大分大会に出場しようと思った

経緯なのですが、一番根底にあるのは「世界を舞台

に活躍し、貢献できる女性になりたい」という幼い

ころからの夢と想いです。

　私は５歳の頃から英語を習っており、小学校１年

生から６年生までの６年間、毎年５分程度の英語の

童話やストーリーを覚えて、スピーチコンテストに

出場していました。

　大勢の観客、審査員の目の前で手足を震わせなが

ら、あまりの緊張に泣きだしそうになりながらも、

暗記したスピーチの記憶だけは飛ばさないよう、毎年

必死で大きな舞台に立っていました。そのスピーチ

コンテストでは、本選大会に出場するための予選

審査はもちろん、本選では各学年でTOP３の順位が

決められるという幼い小学生にとってはかなり過酷

な現実に毎年直面することとなりました。

　私は本選大会には常連の顔ではあったものの、

なかなか予選を勝ち抜いたライバルたちのレベルの

高さには及ばず、小学校４年生までは一度も入賞

すらできない状況が続いていました。しかし、そこで

「また無理かもしれない…」と再び挑戦することを

恐れるのではなく、諦めるのでもなく、「今回こそ

何が何でも絶対入賞する！」という強い想いを抱き、

過去の４年間の悔しい思いがあったからこそ身に

付いた負けず嫌いの根性を大いに発揮し、５年目、

そして最後の年まで出場し続けました。

　その結果、大会出場歴５年目にしてついに準優勝、

銀メダルを獲得しました。そして最終的には最後の

大会出場の年である６年生にして、悲願の優勝を

果たすことができました。

　その時の感動と長年の夢が努力によって叶ったと

いう経験、目標を達成したときの快感が忘れられず、

中学、高校進学後も何事においてもライバルや目標

を設定し、常に“１位、トップ”にこだわるように

なりました。

　こうした経験を経て、将来は英語力を活かし、世界

を相手に戦えるような国際的な人になりたいと漠然

と思うようになりました。そして、世界80ヵ国以上

もの国や地域から学生が集まるAPUに入学し、地球

の縮図のようなグローバルな環境の下で学ぶことに

よって、世界レベルのコミュニケーション力や価値

観、意識や行動力を身に付けようと日々多くのこと

を吸収できるよう奮闘中です。

　こうした意識を持ってAPUでの学生生活を送る

中で、昨年の４月、私の人生を変えたと言っても過言

ではない、運命の出会いがありました。それは先ほど

私を紹介してくれた2016ミス・ユニバース大分代表

の飯田葉月さんとの出会いです。私と彼女は同じ

国際経営学部に在籍しており同学年であるため、

３回生の４月から始まるゼミが同じになり、授業や

ゼミメンバーでの食事会などを重ねていく中で親し

くなっていきました。

　飯田さんがミス・ユニバース大分代表ということ

はAPUの学内でも有名だったので、ミス・ユニバース

という大会の存在自体は飯田さんを通して知って

いましたが、その大会の目的や内容などの詳しいこと

は全く知らず、最初は興味すらありませんでした。

　しかし飯田さんと話す中で、大分大会のファイナ

リストとして選抜されると、２ヵ月間のビュー

ティーキャンプという、外見の美しさだけではなく、

内面にも磨きをかけられる特殊なトレーニングが

無料で受けられること、そして最終的に地方大会を

勝ち抜き日本代表になれば、世界大会に出場できる

などという概要を教えてもらい、そこから徐々に

興味を持つようになりました。

　何事に対しても好奇心、チャレンジ精神が旺盛な

私は、ファイナリストにさえなれれば“無料で”沢山

のことを学べ、成長できる環境を提供してもらえる

という部分にすぐに惹かれたのですが、一呼吸おい

てよく考えてみると、ミス・コンテストなので顔も

スタイルも完ぺきなモデルさんのような方々ばかり

が出場する大会なのだろうというイメージが強く、

ただ身長が高いだけの私なんて場違いになってしま

うなと思っていました。

　また、私の目標とする世界を目指すチャンスでは

あるものの、ミス・コンテストという“美しさ”を

競う大会ということで、今までの私の勝負の臨み方、



つまり努力や根性という部分だけでトップを目指せ

るフィールドではないなと考えました。

　この大会への出場を薦めてくれていた飯田さんに

正直にそのことを伝えると、「結果はどうであれ、

挑戦してみることに大きな意味があると思うし、

人として自分が大きく成長できる最高の機会だよ」

という風に言ってくれました。

　こうしてアドバイスをもらったことによって、

「ビューティーキャンプで沢山のことが学べて、大学

生活の思い出の１つとして楽しめたらいいか！」と

いう軽い気持ちで挑戦してみることになりました。

　そして10月２日のセミファイナルで希望通りファ

イナリストとして選ばれ、大分大会ファイナルの

11月21日までの２ヵ月弱のビューティーキャンプ

（トレーニング）が本格的に始まったのです。

　平日は授業の後、主に大分市中心部で開催される

トレーニング会場まで足早に向かい、土日は講義の

３本立てやイベント出演などで、一日中ファイナ

リストとしての意識を持ち行動するという、ミス・

ユニバース一色の毎日を送ることとなりました。

　具体的にどのようなトレーニングを受けたかと

いうと、外見の面ではウォーキングやポージング、

美しい立ち振る舞いを学ぶ講義、そしてプロの美容師

によるヘアメイク講座、セルフプロデュース力を高め

るための骨格診断やファッションアドバイスなど。

　内面を磨くトレーニングでは大分の歴史や地域学、

美術史、温泉について学ぶ講義に加え、栄養学や乳酸

菌学、そしてメンタルトレーニングや今後の人生設計

を考えるライフプランニングなどもあり、内容も講師

の方々も多岐の分野に亘る予想以上に充実したもの

でした。

　このビューティーキャンプ期間中というのは学業

との両立に加え、身体づくりや栄養面の管理も全て

同時並行で取り組まなければならなかったので、

精神的、スケジュール的には正直とても大変な部分

が多々ありました。しかし、この大会に挑戦した

動機が、人として、女性として、沢山のことを吸収

しながら成長することだった私にとっては、１つ

ひとつの講義の内容がとても興味深く、毎日が刺激

的で充実感で満たされていました。

　一方で、日々のトレーニングをこなしていく中で、

ライバルでもある他のファイナリストたちの見た目

や顔つき、スタイルの変化を目の当たりにし、私も

負けてられないと徐々にモチベーションに火が付き

ました。そして、本番に近づくにつれて、講義を

して下さる講師の方々の熱意も増し、SNSを通して

トレーニングの様子などを報告し更新していくよう

になると、それを見た友人や家族の応援や期待も

日に日に高まってきました。

　こうして周囲の影響を大きく受けながら、最初は

楽しもうという気持ちで臨んだこの大会だったの

ですが、ライバルを意識し始めるようになり、負けず

嫌いな性格が大いに発揮され、毎日のビューティー

キャンプに臨む姿勢や、やる気にも大きな変化が

出てきました。

　しかし、大会３週間ほど前に事務局の梅田さんと

ウォーキング講師である峯さんと三者面談をした際

に、「砂川さんはまだまだ中途半端。今のままでウィ

ナーになれると思う？ もしなったとしても１年間

ウィナーとしての責任や役割をしっかり果たせる

の？」と厳しいお言葉をいただきました。

　その時に、今までは楽しみながら頑張ろうという

気持ちでこの大会に臨んでいた自分の意識の甘さや、

大分代表になるということの責任の重さを改めて

実感しました。

　そして、ファイナリストという立場で２ヵ月間の

トレーニングという限定的な期間だからこそ、普段

あまりしなかったヘアやメイク、姿勢やウォーキング

も意識し、緊張感を保てているものの、もし大分代表

に選ばれ日本大会への出場、そして１年間の任期が

決まってしまうと私はその責任の大きさとプレッ

シャーに耐えられる自信がない。今の時点で大分代表

を目指すことを辞め、このビューティーキャンプが

終わったら、また普通の学生生活に戻ったほうが

良いのではないかと本気で悩みました。しかし悩め

ば悩むほど私の性格上、やはり一度定めた目標は

中途半端に投げ出せない、やるからには全力でやり

遂げる。そして必ず１位になるという想いが強く

なっていることに気が付きました。

　それからは大分代表になるという責任を背負う

覚悟ができたのはもちろん、選ばれるからには絶対に

世界を目指すという固い決意を胸に、トレーニング

にもそれまで以上に励みました。

　その結果、大会本番ではこれまでで最高のパフォー

マンスを披露することができ、私自身を最大限に

表現できた成果が大分代表という夢実現へとつなが

りました。

　こうして代表になった今、ビューティーキャンプ

の２ヵ月を振り返ってみると、様々な葛藤や迷い、

そして決断がありました。

　それら１つひとつを乗り越えていく過程において、

私の傍らには常に切磋琢磨し合ったファイナリスト

の仲間、期待してくれる家族や友人の応援、サポート

して下さるスポンサー企業様、大会を運営して下さっ

た事務局の方々の存在がありました。

竹内会長と砂川咲季さん



　沢山の方々の想いや期待、そしてこの大分県を

背負っているからこそ、今回お話しさせていただいた

初心と、応援して下さるすべての方への感謝の気持ち

を忘れずに、今後も世界を見据え、突き進んで参り

ます。

　日本大会は７月に東京で開催される予定です。

それまでに私はさらに自分自身を磨き上げるために

トレーニングを続けていきます。

　これまでの経験により、美しさとはやはり健康で

あるということ、健康であるための食事の大事さ、

健康的に美しくあるためには体幹を鍛えて、適度な

筋肉をつけることも必須であるということ、顔や

スタイルだけではなく、手先足先への配慮、表情の

大切さ、など日常生活でいかに意識を変え、積み重ね

ていくことが大事なのかということをしっかり体に

覚えさせることができました。

　１日や２日でヘアメイクをきれいにしたところで、

それだけで美しいとはいえません。美しい表情や

丁寧な所作、継続的に自分の在り方を考え、人との

接し方が誠実であることを意識して続けていくこと

こそ、大切なことだと気づきました。

　今後、私は単なる大学生ではなく、このような場で

お話しさせていただけるような公に活動できる権利

を得ることができた、という意識をもって、まずは

自分が学んで実践している日常のささいなことから、

自分自身を通して発信していきたいと思います。

　「人は意識すれば変われる」

　まずは日本大会で全力で戦ってまいります。ここ

でお会いしたご縁にぜひ応援をお願いいたします。

またひとつ新しい世界に一歩踏み入れることに感謝

して進んでいきます。

　以上です。私のつたない経験談をお話しさせて

いただきましたが、最後までご清聴いただき、本当に

ありがとうございました。
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